
２０２０／０１／２８（火）資源 事故防止資料 タイツウ運輸 代表取締役 植田伸一

「他人事」ではない、「自分事」

「見落とし」を、無くせば・・・「事故は無くなる」

「日没前後」は、「昼間」の４倍の事故発生

「バック確認OK 」

「積み降ろし確認OK 」

「周囲の安全確認OK 」

「交差点確認OK 」

「タイヤ・ホイル確認OK 」

◇冬型運転は･･･凍結路面を前提に◇
■ 夏場より２倍以上の車間距離と早めのブレーキ！
■ スピードダウンと慎重な運転を！
■ 悪天候時の不要不急な運転の中止！
■ 急発進・急加速・急ハンドル・急ブレーキは厳禁！

◇見直そう 「慣れ」の作業◇
積み込みや付帯作業にも注意が必要
荷崩れ、作業者が巻き込まれ死亡

◇あせり・急ぎは、「不安全行動」の引き金◇
悪天候は、心に負担が掛かり 「急ぎ」 の心理が働きます

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

○ 足元は、凍って危険です
○ 「飛び降りる」ことは、厳禁
○ 荷台、運転席から降りる時は、「足元」の確認

昼1時 はみ出し 正面衝突 1人死亡、１人重傷
◇「昼食後」の・・・「ぼーっと運転」、「居眠り運転」 要注意◇

◇デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在 はみ出し、正面衝突事故防止◇
２０２０／１／２３（木） １２：３７

２２日午後１時１５分ごろ、山口県の県道で、軽乗用車がセンターラインをはみ出し、対向車線の軽ワゴン車が正
面衝突し、１人が死亡、１人が重傷を負いました。。

昼1時 ガードレールの切れ間から、30メートル転落、死亡
◇「昼食後」の・・・「ぼーっと運転」、「居眠り運転」 要注意◇

２０２０／１／２４（金） ０：１６
２３日午後１時半頃、岐阜県で乗用車が道路から転落し、高齢の男性（８１）が死亡しました。車は道路からおよ

そ３０メートル転落し、運転席で男性が死亡していました。警察は男性がハンドル操作を誤り、ガードレールの
切れ間から転落したとみて、事故の詳しい原因を調べています。

昼12時 中心部騒然 市バスが歩道脇に突っ込む
◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇

２０２０／１／２３（木） １７：４２
２３日昼１２時ごろ、京都府の交差点で、市バスが交差点の歩道脇にある植え込みに突っ込みました。この事故で

乗客の男性２人と男性運転手（５２）が腰を打つなどのけがをしました。当時、バスには乗客７人が乗っていて、警
察によりますと、男性運転手は「気が付いたら当たっていた」と話しているということです。警察はドライブレ
コーダーの映像などを解析して事故の原因を調べています。

スリップ 4メートル下の川に転落、死亡
運転していた73歳女性死亡

路面はシャーベット状で近くにスリップ痕も
◇凍結路面 スピードを落とし、急ハンドルを控えましょう◇

２０２０／１／２３（木） １８：４０
２３日朝、長野県の村道で、軽乗用車が川に転落する事故があり、運転していた女性（７３）が首を強く打ち死亡

しました。事故現場の村道にガードレールはなく、軽乗用車は４メートルほど下の川に転落しました。警察によ
りますと、事故当時、路面はシャーベット状で、近くにスリップした跡があったということです。


